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PISA型読解力を志向した環境教育 

―自然的知性と環境行動の考察― 

PISA reading comprehension-based environmental education 

―Consideration of environmental and natural intelligence― 

 

冨田 俊幸  
TOMITA Toshiyuki 

取手市立稲小学校  
 

［要約］本研究は、小学校６学年の国語学習をとおして行う環境教育の実践である。題材

は、「エネルギー消費社会」高木仁三郎（学校図書 小学校６年国語教科書）である。学習

の基盤となるのは、PISA 型読解力の育成である。PISA 型読解力の育成を目指した学習によ

って、子どもが環境に関して興味・関心を高めるとともに、環境に関する考えをもち、環

境に配慮した行動をとることができるようにすることを目的としている  
 考察としては、PISA 型読解力に基づく国語学習により、環境に対する知識を得るととも

に、環境に配慮した行動を育成することができたと考える。  
 また、子どもの自然的知性を調査するとともに、環境に関する知識や態度、そして実際

の環境行動との関連を考察した。子どもと自然的知性と環境行動には統計学上の関連が見

られた。  
［キーワード］環境教育、国語、PISA 型読解力、多重知性理論  
 
１．はじめに 

一般に環境問題に関する情報は、新聞やテ

レビなどのマスメディアやその他の情報によ

る連続型や非連続型のテキストにより得られ

ている。しかしながら、PISA の調査結果をみ

ると日本の子どもは、テキストをもとにして

思考力をはたらかせ、正しい判断を行うこと

ができているとは思われない。すなわち、「自

らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発

展させ、効果的に社会に参画するために、書

かれた文章や資料を理解し、利用し、熟考す

る能力」という PISA 型読解力が必要となるの

である。 

そこで本研究は、子どもが文章や資料から

情報を取り出し、解釈を加え、さらに熟考・

評価するという PISA 型読解力を養成する学

習過程を創造する。この学習過程を通して子

どもが正しい判断力を獲得できるようにした

い。また学習題材を環境問題とすることで、

人間の活動と自然環境について考え、環境に

対する望ましい態度や行動力を養いたい。 

さらには本実践における子どもの環境につ

いての知識や態度、そして環境行動の変容に

ついても考察を加える。ハーバード大学院の

H.Gardner 教授の多重知性理論によると、人

間には以下の８つの能力があるという。言語

的知性、論理･数学的知性、音楽的知性、空間

的知性、身体運動感覚的知性、対人的知性、

内省的知性、自然的知性である。その能力に

応じて適正があり、学習における興味・関心

や理解に違いが現れるという。子どもの自然

的知性を調査し、環境行動との関連を考察す

る。 

 

２．研究目的 

・文章や資料から情報を取り出し、解釈を

加え、さらに熟考・評価するという PISA

型読解力を養成する。 
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・正しい判断力を育成する。 

・人間の活動と自然環境について考え、環

境に対する望ましい態度や行動力を養う。 

・子どもの環境についての知識や態度、そ

して環境行動の変容について考察する。 

 

３．研究の方法 

（１）21 世紀に求められる教育内容 

・環境保護  

 持続可能な開発を実現していくためには、

環境保護が重要な課題である。そのために

は持続可能な開発のための教育（ESD）が学

校教育においても必要である。 

・科学技術の理解 

 人間は 20 世紀における科学技術の発達

によりより豊かな生活を手に入れることが

できた。しかし、その一方で自然環境の破

壊や自然環境の汚染、そしてエネルギー問

題などの地球環境問題を引き起こすことに

なった。また、科学技術の利用は、単なる

技術のみの問題ではなく、倫理的な内容に

まで踏み込んでいく課題となっている。科

学技術の真の理解を得て、生きていく人間

を育成することが大切である。 

・民主主義的なアプローチ  

環境問題について相対するとき、そこに

は、話し合い活動、合意の形成といった民

主主義的な方法が必要である。学校教育に

おいてもディベートやロールプレイングと

いった討論や話し合いの活動が導入されて

いる。民主主義的な方法を身に付けること

が必要である。 

（２）題材 

題材 「エネルギー消費社会」高木仁三郎

（学校図書小学校６年教科書） 

高木先生は、東京大学理学部化学科卒業。

その後、東大原子核研究所助手、都立大学

助教授などを経て、1975 年、民間の原子力

資料情報室の設立に加わり、1986 年から代

表を務められた方である。 

本教材は、身近な日常生活の中の出来事

から問題を提起し、具体的な事例や資料を

提示しながら、環境問題の解決策を理論的

に述べた説明文である。  
理論的な文章の展開によって読者を説得

する構成を学び、また、まとまりごとの要

旨を捉えたり、筆者の重みのある提言につ

いて考えたりする中で、環境問題について

の自分の考えを明確にし、さらに表現活動

に発展させることができる教材である。  
「エネルギーの無駄遣いといったエネル

ギー消費社会『エネルギー浪費社会』のか

かえる問題への対策として賢く資源を活用

し、無駄のない豊かな社会に変えていく必

要がある。」と要旨をとらえることができる。

筆者の論は展開上、「エネルギー消費社会の

実態と気温上昇の危機」「その対策としての

筆者の考え」「豊かさとは」の三段階に分け

ることができる。  
また、筆者は、考え方や見方を具体例や

比喩的表現によって親しみやすく述べてい

る。断定、反語、強調、伝聞、推量などの

文末表現にも、筆者の考えや意図の表出が

見られる。  
（３）学習の視点 

a.「情報の取り出し」を行う。 

・文章や資料ごとに｢情報の取り出し」を

行う｡対立する立場の考えを抜き出す。 

b.文章や資料をもとに考え、自分の言葉で

内容を置き換え、「解釈」をする。 

・文書や資料ごとに内容を「解釈」する。

立場の異なる考えを熟考して、自分の文

章でまとめる。 

c.異なる立場の人になって、ロールプレイ

ングによる討論会を行い「熟考・評価」

する。 

・文章や資料ごとに「熟考・評価」する。

それぞれの立場に立って討論会で話す内

容を考え、ロールプレイングによる討論

会を行う。 
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d.学習題材をもとに自分の考えをまとめる。 

・学習題材を「熟考・評価」して、意思

決定を行い自分の考えをまとめる。 

(４) 学習計画 

第 1 次 学習内容を把握する。 

  第 1 時 全文を読み学習内容を把握する。 

  「情報の取り出し」 

・（感想、題名を「問い」の文に変える。

繰り返される言葉、事例の数。） 

  第 2 時 言葉や文章の内容をまとめる。 

「解釈」（連続型テキスト） 

第 3 時 図、表、グラフの内容を読み取

る。 

「解釈」（非連続型テキスト） 

第 4 時 筆者の考えを読み取り、自分の

意見をまとめる。  

「熟考・評価」・ 「論述」 

第２次  討論会の準備をする。 

「熟考・評価」 

第３次 討論会をする。 

 「熟考・評価」・「論述」 

 

４．実践の内容 

第 1 時 全文を読み、学習内容を把握する。 

子どもの感想 

  「植林活動をする人やリサイクルする人

が増えればいいと思った。」 

  「改めて自分の生活を見直すことができ

た。」 

  「筆者は、地球が危険なのでその対策を

考えているからやさしい人だなと思っ

た。」 

題名を「問い」の文にすると？ 

  「エネルギーとは何か」 

「消費社会とは何か」 

   ｢エネルギー消費社会とはどんなこと?」 

繰り返されている言葉 

  ｢エネルギー」「環境」｢資源」 

「消費」「豊か」 

事例はいくつあるでしょう？ 

 電気のかんづめ 発電 電気冷蔵庫 ゴミ 

第２時 言葉や文章

の内容をまとめる。  

言葉をまとめよう 

電気のかんづめ 

「アルミ缶１個をつ

くるのに、約 2000

ワット時もの電気を

使うから。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 １．言葉のまとめ 

 

文章を３つに分けて、短い文でまとめよう。 

 「電気のかんづめのようにエネルギーや資

源のろう費をしていて、環境にさまざまな

えいきょうをあたえている。」 

「これからは使い捨て文化から長持ち文化

へ変わっていくべきである。」 

 「物が多ければ豊というわけではないので、

自然の豊かな国という日本の特長を生かす

ことこそ、本当の豊かさへの道といえる。」 

第 3 時 図、表、グラフの内容を読み取る。 

図の題名 「東京地域の高温域の分布」 

読み取った内容 

 「1981 年よりも 1999 年の方が温かいとこ

ろが増えている。」 

「世界の気温も二酸化炭素濃度も、どちら

も時がたつにつれて、上がっているところ

が似ている。」 
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写真 ２．図、表、グラフからの読み取り 

 

第 4 時 筆者の考えを読み取り、自分の意見

をまとめる。 

筆者の意見をまとめよう 

 「自然豊かな国だからこそ、エネルギーを

効率よく、効果的に利用できることこそ、

本当の豊かさといえる。」 

筆者の意見に賛成できるか 

 「ぼくは、賛成です。筆者のように使い捨

て文化から長持ち文化に変えていくべきだ

と思います。」 

自分ならどのようにまとめるか 

「私たちのためにも、他の動物たちのため

にも日本ならではの特長を生かし、エネル

ギーを効率よく利用することで、本当の豊

かさへの道も見えてくるだろう。」 

写真 ３． 筆者の意見、自分の考えのまとめ 

第２次 第３次の実践内容 

第２次 討論会の準備をしよう 

 ロールプレイング 

 ・電力会社、工場主、消費者 

 ・消費者 A、消費者 B、電力会社 

 ・環境大臣、消費者 A、消費者 B、電力会社 

  ロールプレイングの内容については、検

討してシナリオを作成した。 

第３次 時間の関係で未実施 

 ・学習の感想のみ実施。 

 

５．結果と考察  
(１）アンケート結果 

学習前と学習後で、環境に関する知識や

態度、そして環境に対する行動についてア

ンケート調査を行った。 
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生活の中でたくさんのエネルギーが使わ

れていることを知っていますか。
よく知っている 少し知っている あまり知らない 全く知らない

 
図１． 環境に関する知識（学習前） 
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よく知っている 少し知っている あまり知らない 全く知らない

 
図２． 環境に関する知識（学習後） 

 
国語の学習はもちろんのこと、教師による

省エネ型の電球の紹介やエネルギーに関する

資料から、子どもたちは生活の中でたくさん

のエネルギーが使われていることを知識とし

て得ることができたことが分かる。 
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地球温暖化などの環境問題は人間の豊

かな生活を送ることで生じていることを

知っていますか。

よく知っている 少し知っている あまり知らない 全く知らない

 
図３． 環境問題の認識（学習前） 
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よく知っている 少し知っている あまり知らない 全く知らない

 

図４． 環境問題の認識（学習後） 

 地球環境問題は人間が豊かな生活を送るこ

とで生じていることを学習教材や資料によっ

て、認識できたことが分かる。  
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図５． 省エネルギーの知識（学習前） 
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図６ 省エネルギーの知識（学習後） 
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図７ 環境に対する態度（学習前）  
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図８ 環境に対する態度（学習後） 

環境を守るために進んで行動したいが「そ

う思う」で 3 倍に増え、「どちらかとういうと

そう思う」を含めると約 9 割が環境に配慮し

たいという態度を示している。  

環境を守るために行っていることを挙げましょう。
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図９ 環境行動（学習前） 

環境を守るために行っていることを挙げましょう。
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図１０ 環境行動（学習後） 
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 学習後は環境を守るために行っていること

が全般にわたり増えている。個別の項目ごと

に見ていくと「ゴミの分別を行う」「水道の水

を出しっぱなしにしない」という項目はほと

んどが行っていると答えている。  
 
(２）考察  
・子どもは、文章や資料から「情報の取り出

し」を行い、「解釈」することができた。 

・学習を通して筆者の考えに対して、自分な

りの意見をまとめることで、題材の持つ問

題点について追究することができた。 

・連続型や非連続型のテキストの読解を通し

て、環境に対する関心が高まるとともに、

環境行動をとろうとする態度を養うことが

できた。環境を守るために進んで行動した

いという子どもが増えた。 

 (３）多重知性理論による考察 

多重知性理論に基づき、質問紙法によって

子どもの知性を調査した。 

言語的知性の質問内容 

・文章を書くことが好きである。 

・うわさ話をしたり冗談を話したりする。 

・言葉遊びをする。 

・本を読むことが好きだ。など。 

自然的知性の質問内容 

・ペットや自然について話をする。 

・野外での学習が好きだ。 

・動物や植物の世話をしている。 

・動物や植物の観察が得意である。など。 

知性と知識、態度、そして行動について、

ピアソンの相関係数によって統計学上の相

関を調査した。 

・学習前と学習後の環境行動には相関が見ら

れた。環境行動には学習前の学習後も同様

の傾向が見られることが分かる。 

・自然的知性と学習前の環境行動に相関が見

られた。自然に関する関心や行動が、環境

に配慮する行動に影響があるものと考えら

れる。 

 

６．まとめと今後の課題  
保護者から次のようなことを聞いた。『うち

の子が、学校で先生から地球温暖化の原因に

は、たくさんの電力を使うことで起きている

と聞いてから、子どもが家の電気やエアコン

の温度に気を遣うようになりました。わたし

たちにまで気を遣うように言ってきます。』子

どもが環境に対する態度が変容し、環境配慮

行動を起こすとなると家庭への働きかけが必

要となるとともに、家族とともに行動を起こ

すことになる。 

学習内容を理解し、熟考する能力の育成と

いう PISA 型読解力の育成を通して、社会の一

員として暮らしていくために、環境を保全す

るという目標を達成するべく実践を行った。

テキストによる学習が中心であったが、一定

の成果が得られたものと考える。また、多重

知性理論における自然的知性と環境行動には

相関が見られた。しかしながら多重知性を調

査する質問紙の内容は、今後さらに精査、検

討する必要がある。  
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